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蹟
志
巻

十
七

し
聞
し
た
り
o
按
宇
る
に
・
小
幡
氏
の
初
代
宮
内
長
次
は
、
利
常
卿

一
向
九
百
五
拾
石
を
叩
聞
は
り
‘
金
海
域
代
等
在
勤
め

究
文
四
年
致
仕
し
、
不
入
と
糾
す
。
二
代
宮
内
長
治
は
、
父
の
家
総

を
賜
は
り
、
元
株
主
字
。
三
代
宮
内
立
信
は
一
堅
持

古

書

賜
は
り
、
賓
永
三
年
十
一
月
飢
気
K
依
っ
て
家
訟
を
淡
牧
さ
ら
れ‘

K
率
仕
し、

此
の
時
上
屋
敷
・下
屋
敷
共
に
上
ザ
地
と
成
り
た
り
。

。
瑞

泉

寺

前

都
務
中
は
・
瑞
日
間
寺
の
門
前
地
な
り
し
を
以
て
綿
す
o
明
治
問
年
戸

締
編
成
町
名
改
正
の
時
、

装
石
坂
町
へ
鴎
せ
し
め
た
り
。

O
石
坂
瑞
泉
寺

東
根
真
宗
也
。
貞
卒
二
年
の
由
来
牲
に
云
ふ
。

常
寺
開
廿盤
、
初
訪
問

石
川
郡
押
野
村
民
創
立
仕
・
寺山胤
上
宮
寺
と
放
す
。
武
一
止
元
年
了
前

再
建
仕
、
俊
長
八
年
押
野
村
よ
り
金
津
へ
出
、
片
町
に
建
立
仕
路

寛
永
十
年
井
波
瑞
泉
寺
の
次
男
宣
心
佐
職
と
成
司
瑞
泉
寺
と
改
稿

し
、
政
治
二
年
今
の
寺
地
へ
移
時
仕
。
と
あ
り
。
按
中
る
に
・
金
津

出
大
工
町
上
官
寺
記
陀
は
、
延
文
年
中
唯
性
の
時
、
石
川
郡
押
野
村

陀
建
立
・
十
二
世
間
早了
之
時
、
本
願
寺
東
西
陀
別
れ
、
此
時
父
子
流

浪
し
・
依
波
K
移
り
、
利
長
卿
之
時
召
陀
依
て
金
棒
へ
来
り
、
今
の
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金
部
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政
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寺
地
拝
領
す
。
と
あ
り
。
究
武
元
年
開出獄
取
捌
牲
に
、
石
川
郡
押
野

村
側
K
上
古
寺
薮
と
云
蕗
有
v
之

上
古
寺
の
寺
跡
の
山
巾
即
時
。
と
見

h
-
此
寺
帥
酬
は
村
落
の
西
方
陀
て
、
今
鋭
棋
企
と
云
似
へ
る
遺
蹟
た

ど
も
存
せ
り
。
と
い
へ

り
。
是
即
ち
い
に
し
へ
上
古
寺
と
精
し
、
抑

野
村
に
あ
り
し
時
の
遺
献
な
る
事
知
ら
れ
け
り
o

さ

τ叉
按
守
る

に
、
犀
川
片
町
よ
り
部
地
せ
し
は
、
元
和
元
年
諸
宗
寺
院
を
ば
泉
野

或
は
卯
原
山
な
ど
へ
移
時
主
命
ぜ
ら
れ
し
頃
な
る
べ
し
。
共
の
頃
の

寺
地
は
今
の
寺
地

K
非
宇
。
延
賓
の
金
禅
問
を
見
る
に
・
野
町

一
丁

目
小
路
の
遜
に
瑞
泉
寺
と
紀
織
す
。
さ
れ
は
此
の
地
よ
り
今
の
地
へ

移
制
押
せ
し
も
の
也
。
彼
の
由
来
得
K
・
高
治
二
年
今
の
寺
地
へ
移
仰

と
峨
す
と
い
へ
ど
も
、
過
聞
な
ら
ん
か
。
延
貨
の
金
相
仲
間
を
考
ふ
る

に
・
今
の
寺
地
は
‘
小
幡
宮
内
下
屋
倒
と
あ
る
地
内
左
れ
ば
、

今
の

地
へ

移
榔
せ
し
は
・

資
永
三
年

小
幡
氏
下
屋
敷
の
上
，地
と
成
り
し

後
、
瑞
泉
寺
に
彼
の
跡
地
の
地
内
を
賜
は
り
て
、

治
出
国
せ
し
も
の
左

る
ペ
し
。
貞
享
二
年
の
由
来
舎
記
縦
す
る
趣
、
事
変
と
符
合
せ
宇
。

延
寅
金
津
闘
は
左
忙
殺
せ
た
る
如
し
。

按
宇
る
に
、
小
倉
日
記
K
・
亭
保
十
八
年
四
月
廿
八
日
夜
九
つ
時
、

隊
川
雨
寅
院
よ
り
山
川
火
、
千
日
町

石
坂
町
野
町
二
丁
目
ま
で
焼
失

す
と
い

ひ
、
後
回世紀
に
は
、

享
保
十
八
丑
四
月
廿
八
日
夜
丑
刻
、
犀

川
千
日
町
よ
り
出
火
、
民
言
宗
雨
寅
院
石
坂
町
・野
町
四
「
目
迄
焼

失
。
一
判
明
一
昨
博
土
'-F
大
謹
寺
一
向
宗
瑞
泉
宥
石
坂
足
較
町
等
類

焼
、
前
附
修
理
居
屋
敷
は
無
難。

と
あ
り
て
、
此
の
火
災
K
瑞
泉
寺

は
類
焼
せ
り
。
さ
れ
ば
此
の
後
再
建
の
関
.
前
田
修
理
居
座
敷
の
近

叫也
、
今
の
地
へ
移
醐
押
し
て
造
後
し
た
る
危
ら
ん
。
古
一
週
保
十
八
年
は
.

貞一
一#
二
年
よ
り
凹
寸
九
年
後
左
り
け
り
。

州
四

O
熔

橋

瑞
泉
寺
の
側
友
る
橋
梁
を
呼
べ
り
。
恋
仰
に
云
ム
。
昔
此
の
近
謹
K

寅
次
郎
と
い
へ
る
入
居
住
す
。
故
K
世
人

寅
次
郎
橋
と

冊刑
し
た
る

を
、
後
人
呼
ぴ
訣
り
て
、
ホ
4
ロ
橋
と
い
へ

り
と
ぞ
。

O
寺
西
庄
兵
衛
上
地

狂
貨
の
金
海
国
民
、
前
町
高
之
助
居
邸
の
隣
地
、
用
水
川
の
格
下
K

寺
閲
八
+
郎
と
い
ム
あ
り
。
此
の
地
溢
寺
西
庄
兵
衛
の
上

r

地
K
て
‘

そ
の
か
み
寺
西
氏
の
下
邸
た
り
し
た
ら
ん
か
。
八
十
郎
は
.
養
見
が

一初
名
な
る
べ
し
。

O
寺
西
養
見
貸
屋
敷

外
科
野
寺
西
養
見
貸
屋
敷
の
事
は
.
金
調
陣
町
合
所
留
記
K
.
養
見
が

五




